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日本大学のFAT-CM装置では、磁場反転配位

（Field-Reversed Configuration : FRC）プラズマの衝

突合体実験を行っている。衝突合体生成された

FRCにはトロイダルモード数n = 1の径方向シフト

（Wobble運動）や、n = 2の回転不安定性などの大

域的運動や変形が生じる[1]。本研究では衝突部（図

1）に光学計測器を設置することでWobble運動を観

測し、配位の持続を制限する回転不安定性との関

係を考察する。 

 
 Wobble運動や変形の観測は、プラズマからの可

視光領域の放射光を、コンピュータトモグラフィ

（Computer Tomography : CT）法を用いて、断層像

として観測する。しかしながら衝突部は金属製真

空容器のため、観測窓に限りがあることが問題と

なっていた。 

 

 そこで計測装置は、16チャンネル光電子増倍管

とスリットを用いてファンアレイ状にプラズマ全

体を観測できるCT用カメラを用いた。観測窓の制

限により、図2に示すように2台32チャンネルで計

測を行った。 

 断層像の再構成にはFourier-Bessel展開法を採用

した[2][3]。観測窓の制限によりデータ欠損が多く

なることから、プラズマの平滑性を仮定し級数展

開することでこれを補う。実験データに関する再

構成結果の一例を図3に示す。再構成結果である断

層像（図3(a)）の発光強度分布の重心位置の時間発

展から、FRC中心軸の軌跡（図3(b)）を評価した。 

この結果から、衝突合体から配位の崩壊に至る

までのFRC中心軸の運動が観測された。本発表で

は、再構成像によるプラズマ断面形状の変形と

Wobble運動の相関について考察する。 
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図 3 計測装置の視線 

 
図 2 FAT-CM 装置の衝突部 
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図 1 FRC プラズマの(a)ある時間の断層像と 

(b)中心軸の軌道 


